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自然との触れ合いの機会としての散歩のあり方と課題を探る 
―第 2回やまほいく研修会の実践を通して－ 




－第 2 回やまほいく研修会の実践を通して－ 
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  みた参加者 
 
左下：細い柔らかい葉を鳴らして 
  遊ぶ参加者 
右下：おしろい花の種の中から白粉 




















































 かたばみ、すすき、荒地ウリ、葉笛、オシロイバナ、オヒシバなど紹介された植物は 6 種
類、生き物はかなへび、ショウリョウバッタ、ザリガニ、カニ、タニシ、干からびたカエル
も含めると 6 種類であった。「3 歩歩いて止まる」から「散歩」というのではないかというほ




















  観察する子ども 
右：何かを観察するために、枝 
  葉の中に顔を押し入れてい 














































































































































































































8) 野村芳兵衛 「幼児と自然のあそび（六月）」『母と子ども』.(57).32.1964. 
9) 布村志保「幼児期における「自然あそび」の意味―野村芳兵衛の取組に着目してー 
10)高田憲治「自然と触れ合う環境づくりの実践と課題ー子どもと自然と保育者の動的・相対的
な実践研究―．保育学研究．41(2).93-101.2003. 
